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 2018 年 6 月発行 

 ボランティアだより  

毎年恒例の「竹野ほほえみの会」主催の食事会が、６月１日（金）若竹センターにおいて 

開催されました。この食事会は、竹野地区にお住まいのひとり暮らし高齢者、80歳以上の方 

を対象に、地域を越えた交流や楽しみの機会の創出を目的として約25年間続けられています。 
 
食事会では、手作り弁当に帯絵や箸袋なども手作りで、 

随所に心温まるおもてなしの心が感じられました。 

参加者からは、「近くに居てもなかなか会う機会もないので、 

久しぶりに話ができてうれしい」「毎年楽しみにしている」 

などの声が聞かれました。 
 

 食事の後には、竹野小学校児童による元気な歌声と、 

この他にも、ほほえみ会員による歌に合わせての手遊び、 

会員さんが仮装してのシンクロで大爆笑され、終始 

和やかな雰囲気で楽しい一日を過ごされました。 

 

シンクロで大盛り上がり！ 児童の歌声♪ 

美味しい弁当と楽しい会話♪ ウェルカム 
ボード♪ 

http://www.kyoshakyo.or.jp/kyotanba/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ ボランティアを始めたきっかけは何ですか？  

「退職後、在職中にお世話になった民生児童委員さんや多くのボランティアの方々に 

少しでも何かの形でお返ししたいと思って始めました。」 
 

Ｑ２ ボランティアをしていて良かった事は何ですか？  

「いろいろな形での障害をもった人の悩みやバリアフリーの事など勉強になります。」 
 

Ｑ３ あなたにとってボランティアとは？  

「身体障害者の方々から喜んでもらえる事がうれしい。 

また、ボランティアにやりがいを感じています。」 

 

Ｑ１ ボランティアを始めたきっかけは何ですか？  

「退職後、地域のつながりや、社会参加のきっかけになれば…と思い、 

研修などに参加しました。」 
 

Ｑ２ ボランティアをしていて良かった事は何ですか？  

「人との出会いがたくさんあり、良き仲間もできて、人生の先輩方に教えて 

もらうことも多くあり、元気をいただいています。」 
 

Ｑ３ あなたにとってボランティアとは？  

「活動の中で得られることもたくさんあり、自身の気持ちが緩やかになります。」 

視覚障害者の要請を
受け、町内外の外出支
援をしています。視覚
和知会・こだま会との
交流会にも参加。 

傾聴ボランティア講座を受講した

サークル員が、ひとり暮らし高齢

者宅を訪問し、相手の気持ちに寄

り添いながら話を聴く活動。定例

会…毎月第１もしくは第２水曜日 



５月２９日（火）行佛サロンでは、旬の豆ご飯の 

おにぎり、野菜のかき揚げなどの美味しいお昼をみ 

んなで食べながら、畑の野菜の話などで賑やかな時 

間となりました。 

午後からは、空き缶やガラスビンなどに紙ナプキンやマスキングテープでデコレーショ 

ンし、小物入れなどを作られました。紙ナプキンは薄く破れやすいので、ボンドで貼って 

いくのが難しそうでしたが、絵柄に合わせて切ったり、「こっちが可愛いかな」とデザイン 

を考えながら配置したり、工夫しながらみなさんオリジナルな作品が出来上がりました。 

 

                      

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 月 21 日（月）ボランティアルームを使用する団体

（要約筆記サークル「イヤフレンズ」・ナヨ手会）が集ま

り、ボランティアルーム室内及び屋外草引き作業をお世

話になりました。みなさん手際よく作業され、2 時間余

りですっかり綺麗になりました。 

 



丹波支所 ☎８２－０１２６ (榎川・友金) 和知支所 ☎８４－１８３３ (湊) 

 

 

お問い合わせ 

連絡先 
 

 

京丹波町社会福祉協議会 地域福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
 
 
 
 
             
 

 

共同作業所ともどもでの作業支援。

女性会員は毎週木曜日にネギ掃除のお手伝い。男性

会員は毎週火曜日にアルミ缶回収のお手伝い。 

要約筆記サークル「くさぶえ」は５年前から、和知難聴者協会とともに、 

難聴で困っている方を対象に相談会を年２回開催しております。今年も、 

ふない聴覚言語障害センターに協力いただき開催いたします。今回は、 

聞こえの「何でも相談」、交流、聴力検査（希望者）を予定しております。 

聞こえに不安のある方の多くのご参加をお待ちいたしております。 
  

開催日時 平成３０年７月２日（月）９時半から正午まで 

開催場所 京丹波町社会福祉協議会和知支所  参加費 無料 
（和知高齢者コミュニティーセンター） 

 

参加申込みは、和知地域保健福祉室 ☎８４－００４９  または 

       京丹波町社会福祉協議会和知支所 ☎８４－１８３３まで 

 

聴覚障害を 
示す世界共通 
のシンボル 
マークです。 

毎週木曜日 10 時～12 時頃まで女性会員さんにはネ

ギ作業（ネギの根元のめくれた薄皮を指先で取る掃除）

をお世話になっています。 

会員さんは「細かい作業ですが、利用者の方の集中力

はすごいですね。」「何かお手伝い出来ればと思い、始め

ました。毎回、頑張っておられる姿を見てこちらも力を

もらいます。」と笑顔で話されていました。 


